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研究成果の概要（和文）：心理教育プログラムCAREの実践とその効果を実証的に検討すること

を目的に、里親などの養育者や、児童養護施設などで子どもとかかわる専門家を対象に、実践と

実施前後の効果測定を行った。その結果、子どもの問題行動の減少、子どもとの関係改善におい

て、CAREが現場での支援プログラムとして有効性があることが示された。これらの結果を報告

書にまとめ、印刷・出版した。CAREの実践は現在も継続しており、今後も多様な現場における

専門家向けの研修や、行政による子育て支援の取り組みの中などで活動を行っていく。 

 

研究成果の概要（英文）：This research was conducted the practice of psycho educational 

intervention of the CARE program and also the empirical effect research of 

before-and-after survey to parents including the foster parents and professionals who 

work with children at children’s nursing home. The result showed that CARE was so 

effective in building a relationship with children and also in decreasing the children’s 

behavior problems. These results were published in report. The CARE program is still 

currently continued to be practiced. We are going to continue to practice in a variety 

of settings in future. 
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１． 研究開始当初の背景 

児童虐待や育児不安など、現代の子育てを

めぐる問題への対策が重要性を増す中で、海

外から導入されたプログラムをはじめ、心理

教育的な実践も増えつつある。しかし、それ

らはスタッフの専門性や経験に左右される

ことが多く、内容や方法もいまだ試行錯誤的

な段階のものが少なくない。また、実施され

るプログラムが親の子育てのスキルや肯定

的な感情を増すことにどの程度関与できて

いるのか、支援の効果に関して十分な確証は

得られていない。支援の有効性の検討を含め

た数量的効果測定を行った上で内容や方法

を改善し、実践を行うというアクションリサ

ーチ的な研究と実践のあり方が、我が国にお

いても急務であり、また、海外で開発された

プログラムの導入に際しては特に、我が国の

社会・文化的な実情にあった改良や効果研究

が重要かつ、不可欠である。   

 

２． 研究の目的 

上記の現状を踏まえ、ハイリスクな環境に

ある親、さらにハイリスクな環境の子どもと

かかわる大人を含む、親・専門家を中心に、

子どもとの絆を深めるための基本的かつ、統

合的な支援プログラム「CARE(Child- Adult 

Relationship Enhancement):子どもと大人

の絆を深める心理教育的介入プログラム」の

実践と効果研究を行うことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

研究の対象）本研究の対象は、上記の目的

から大きく 2つにわかれている。まず 1 つ目

が、１）子育て支援の場における親・養育者

である。これは、さらに、通常の親向けの実

践に加えて、子育てでより困難を抱えている

親・養育者(母子生活支援施設や医療機関な

どにおける実践)の双方を含む。2 つ目が、多

様な現場で子どもとかかわる専門家・スタッ

フという対象である。 

方法）上記の２つの対象に対して、それぞ

れ CAREの実践と事前・事後の調査を行った。

実践は、全体で 4時間の研修を現場のニーズ

に応じて実施したが、その多くはフォローア

ップを含めた複数回にわたる実践である。

CARE トレーナーの資格を持つ専門家(臨床心

理士、医師、児童福祉士など)が、現場に出

向き、CARE のマニュアルに沿ってロールプレ

イを用いながら研修を行った。実践終了後に

はプログラムの内容と研修に対する振り返

り評価を行った。 

調査は、CARE の実践の前とフォローアップ

終了後、および実践から 3ヶ月後の 3時点で

行った。内容は、子どもの問題行動について

問う尺度（ECBI）、親のストレスを問う尺度

（PSI）、専門家向けには職業上のストレスを

問う尺度、子どもとの関係の認知を問う尺度

(15 項目)を用いて比較を行った。 

 

４．研究成果 

ここでは、親・養育者向けのもとして里親

への実践について、専門家向けのものとして、

児童養護施設での実践について、主に述べる。

まず、里親向けの実践からは、CARE で扱うス

キルに対して、9 割の里親が子育てで有効に

活かせると感じており、ロールプレイから具

体的に学べるといった CARE の有効性に対す

る肯定的な意識が示された。また、フォロー

アップ研修でも里子との関係の変化や問題

行動の減少などが具体的に語られるなど、子

育て場面で実際に活かしていることがうか

がえた。一方、里子に特有の試し行動などに

示されるように、関係構築については時間を

かけていくことも重要であり、すべてのかか

わりを CARE の視点からとらえることのない

よう、心理教育の限界も踏まえた実践が不可

欠であることも示された。 

次に、児童養護施設の職員に向けた研修に



ついてであるが、こちらもフォローアップを

含めた 2回の実践と事前事後の調査を行った。

その結果、まず、プログラム全体の評価とし

ては、CARE であつかう内容について、全く新

しい知識というわけではないが、理論的根拠

が伴っている点、非常にわかりやすく整理さ

れており子どもとのかかわりに実践しやす

いといった肯定的な評価が高かった。また、

フォローアップを通して、実際の子どもとの

かかわりでの用い方を改めて確認できるな

ど、複数回の実践による定着率の高さも示さ

れた。さらに、効果研究からは、子どもの問

題行動の減少において有効な結果が示され、

その効果は 3か月後の時点でも同様であった。

一方、集団場面での用い方など、CARE の特色

を踏まえつつ、対象や現場によってどのよう

に汎用させていくかという課題も新たに見

出された。 

これらの実践と研究から得られた知見を踏

まえ、新たな改良も加えつつ、今後も CARE

プログラムの実践と研究を継続していく予

定である。なお、上記の知見および、医療現

場での親向けの実践、母子生活支援施設での

親向けの実践、個人面接場面での活用、保育

現場での保育士向けの実践について、効果測

定も含めて報告書にまとめて出版した。 
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